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諮

問

説

明
治
以
降
に
お
け
る
村
落
と

入

会

林

野

の

近

代

化

に

つ

い

て

浜

正

谷

人

は
じ
め
に

l
政
治
・
村
落
・
入
会
林
野
|

入
会
林
野
を
め
ぐ
る
農
民
間
の
空
間
関
係
を
そ
の
存
在
様
式
の
点
か
ら
み
る

と
一
村
入
会
と
数
村
入
会
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
本
稿
は
数
村
入
会
林
野
関

係
に
対
象
を
限
定
し
、
そ
の
明
治
初
頭
か
ら
今
日
に
い
た
る
再
編
・
解
体
の
過

程
を
村
落
構
造
の
地
域
的
変
化
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
通
史
的
に
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
。
入
会
林
野
の
歴
史
的
変
化
に
濁
し
て
は
今
日
ま
で
に
隔
地
大
な
研
究
業

積
が
蓄
積
さ
れ
点
以
り
、
又
そ
の
内
に
は
数
村
入
会
の
再
編
・
解
体
に
係
る
研

究
も
少
な
く
な
い
o
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
稿
で
数
村
入
会
を
と
り
あ
げ
る
の
は

次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。

従
来
の
入
会
研
究
で
は
一
村
入
会
と
数
村
入
会
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
ず
、

従
フ
て
数
村
入
会
を
意
識
的
・
体
系
的
に
扱
う
と
い
う
こ
と
も
概
し
て
稀
で
あ

(
2
)
 

っ
た
。
数
村
入
会
は
複
数
の
ム
ラ
が
一
つ
の
林
野
を
共
同
で
利
用
す
る
関
係
で

あ
り
、
入
会
集
団
は
独
立
し
た
自
治
集
団
た
る
ム
ラ
の
連
合
体
で
あ
る
の
で
林

野
を
め
ぐ
る
関
係
は
一
村
入
会
と
は
多
少
異
な
っ
た
特
質
を
苧
ん
で
く
る
。
そ

の
た
め
に
数
村
入
会
の
再
編
・
解
体
の
要
因
や
形
態
も
一
村
入
会
と
違
フ
た
も

の
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
数
村
入
会
の
再
編
・
解
体
過
程
を
整
理
し

て
な
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
の
理
由
は
村
落
地
理
学
内
部
の
問

題
で
あ
る
。
数
村
入
会
関
係
は
村
落
(
ム
ラ
)
間
に
わ
た
る
伝
統
的
な
空
間
関

係
で
あ
っ
て
、
村
落
社
会
の
広
域
的
な
テ
リ
ト
リ
↓

2
ユ
宮
司
の
一
つ
で
あ
フ
た
。

し
か
も
、
明
治
初
頭
以
来
、
初
め
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
な
再
編
・
解
体
過
程
を
た

ど
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
村
落
構
造
の
地
域
的
変
化
を
扱
う
場
合
に
は
数
村
入

向。。』

会
を
是
非
と
も
考
察
し
て
な
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

入
会
林
野
の
歴
史
的
変
化
に
関
す
る
諸
研
究
に
よ
れ
ば
、
近
世
末
・
明
治
初

頭
に
な
い
て
な
台
一
般
的
な
形
態
で
あ
っ
た
数
村
入
会
は
近
代
に
入
っ
て
激
し

く
再
編
・
解
体
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
今
日
で
は
数
村
入
会
は
絶
対
的

-a値
}

に
は
勿
論
、
相
対
的
に
も
著
し
く
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
丸
。
明
治
以
降
に
な

い
て
数
村
入
会
が
一
村
入
会
へ
分
割
さ
れ
た
り
、
入
会
権
が
解
消
さ
れ
た
り
し

た
の
は
、
こ
の
関
係
が
す
ぐ
れ
て
前
近
代
的
な
特
質
を
も
コ
た
空
間
関
係
で
あ

っ
た
た
め
に
近
代
的
な
政
治
・
経
済
・
社
会
構
造

K
不
適
応
で
あ
っ
た
か
ら
に

違
い
な
い
。
こ
の
点
の
解
明
が
本
稿
の
一
つ
の
テ

l
マ
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
数
村
入
会
の
再
編
・
解
体
を
惹
起
し
た
要
因
は
多
様
で
あ
る
が
、

次
の
二
群
に
大
別
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
村
落
内
外
の
経
済
的
・
社
会
的
な
構

造
変
化
、
い
わ
ば
自
成
的
な
要
因
で
あ
り
、
他
は
政
府
・
地
方
自
治
体
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
諸
政
策
(
政
治
的
要
因
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
は
相

互
規
定
的
な
構
造
連
関
を
も
フ
て
数
村
入
会
の
再
編
・
解
体
を
招
来
さ
せ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
両
要
因
は
常
に
総
合
的
に
考
察
し
な
け
れ
ば
現
実
の
再
編
・
解

体
過
程
は
解
明
で
き
な
い
。
し
か
し
、
研
究
作
業
と
し
て
は
両
要
因
を
一
応
区

別
し
て
考
え
て
な
く
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
又
必
要
で
も
あ
る
o

本
稿
は
政
治

的
要
因
に
対
象
を
限
定
し
て
み
た
。
明
治
初
頭
か
ら
今
日
ま
で
い
か
な
る
政
治

「

5
)

的
要
因
が
数
村
入
会
の
再
編
・
解
体
を
招
来
さ
せ
た
か
、
そ
の
空
間
的
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
を
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
事
例

に
則
し
て
概
観
し
て
み
た
い
。
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一
、
地
租
改
正
事
業
に
よ
る
近
代
的
林
野
所
有
権
の
確
立

数
村
入
会
林
野
関
係
に
直
接
・
間
接
の
作
用
を
与
え
た
最
初
の
主
な
政
治
的

要
因
は
地
租
改
正
・
官
民
有
区
分
事
業
で
あ
っ
た
。
林
野
の
近
代
的
所
有
権
の

確
立
は
明
治
五
年
の
公
有
地
地
券
(
壬
申
地
券
)
の
交
付
に
始
ま

b
、
官
民
有
区

分
・
地
租
改
正
(
明
治
九
年

l
一
四
年
)
に
よ
フ
て
一
応
終
る
。
こ
の
事
業
の

過
程
で
数
村
入
会
林
野
は
民
有
地
と
{
呂
有
地
(
固
有
地
)

K

A

A

属
せ
し
め
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
再
編
・
解
体
の
過
程
に
入
る
。

民
有
地
に
認
定
さ
れ
た
数
村
入
会
林
野
は
全
村
共
有
・
一
村
所
有
(
他
村
入

会
)
あ
る
い
は
代
表
者
・
記
名
共
有
等
多
様
な
名
義
で
地
券
を
受
け
た
が
、
多

く
の
場
合
に
は
地
券
交
付
後
も
旧
来
の
数
村
入
会
関
係
、
ム
ラ
連
合
秩
序
を
そ

の
ま
ま
維
持
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
形
式
的
に
は
数
村
入
会
で
あ
っ
て

も
実
質
的
な
分
割
利
用
が
あ
る
程
度
進
行
し
て
い
る
場
合
に
は
、
入
会
村
々
で

示
談
の
上
、
村
・
ム
ラ
聞
に
林
野
を
分
割
し
て
地
券
交
付
す
る
方
針
が
行
政
庁

に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
券
交
付
に
際
し
て
旧
来
の
数
村
入

会
が
解
体
(
一
村
入
会
化
)
し
た
例
は
少
な
く
な
い
。
地
租
改
正
に
あ
た
り
旧

来
の
村
(
行
政
村
)
持
ち
林
野
を
分
割
し
て
村
内
各
最
寄
り
部
落
住
民
の
記
名

-
ε
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共
有
し
た
例
(
福
島
県
寸
、
あ
る
い
は
や
は
り
村
持
ち
林
野
を
従
前
の
利
用
区

一月，

s-

分
に
基
づ
い
て
各
字
(
小
部
落
)
ご
と
に
分
割
し
た
例
(
岐
阜
県
寸
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
二
例
と
も
い
わ
ゆ
る
一
村
多
集
落
型
の
村
で
あ
り
、
し
か
も
小
集
落
(
最

寄
り
部
落
・
字
)
の
自
律
性
が
か
な
り
強
く
、
い
わ
ゆ
る
須
恵
村
一
ず
近
い
村

落
類
型
の
村
で
あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
入
会
林
野
の
分
割
が
村
内
小
集
落
の
自

治
機
能
の
自
律
化
を
促
進
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
地
租
改
正
を
契
機

に
し
て
当
時
な
な
部
分
的
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
カ
村
入
会
を
解
消
し
て
ほ
三
完

全
な
一
村
入
会
に
移
行
し
た
例
(
大
阪
府
せ
も
あ
る
。
こ
の
例
で
は
地
盤
は
全

村
(
六
カ
村
)

さ
れ
て
い
る
。

の
共
有
が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
な
入
会
関
係
は
清
算

地
租
改
正
・
地
券
交
付
を
契
機
に
し
て
入
会
村
々
の
間
に
多
く
の
山
論
が
噴

出
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
山
論
の
結
果
と
し
て
数
村
入
会

が
一
村
入
会
へ
移
行
し
た
り
、
入
会
関
係
が
解
消
さ
れ
た
例
も
少
な
く
な
い
。

地
租
改
正
は
従
来
暖
味
で
あ
ヲ
た
地
盤
所
有
権
や
入
会
利
用
の
権
限
の
差
等
を

明
確
化
・
固
定
化
す
る
ば
か
り
で
な
く
入
会
林
野
を
め
ぐ
る
ム
ラ
連
合
体
秩
序

の
再
編
成
、
殊
に
不
平
等
秩
序
の
拡
大
高
編
成
を
招
来
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

秋
田
県
の
例
匂
は
ニ
カ
村
で
地
元
・
入
会
を
争
い
、
結
局
こ
の
山
論
の
収
拾
策

と
し
て
地
盤
を
二
分
割
し
て
入
会
関
係
を
解
消
し
て
い
る
。
地
租
改
正
で
一
村

所
有
他
村
入
会
関
係
が
確
定
・
成
立
す
る
こ
と
も
多
く
、
た
め
に
村
々
聞
に
山

論
が
発
生
し
た
り
、
地
盤
所
有
の
村
や
地
元
村
が
林
野
を
専
断
・
独
占
す
る
挙

に
出
た
た
め
に
山
論
に
い
た
フ
た
例
は
実
に
多
い
。
数
村
入
会
の
村
々
は
単
一

の
林
野
利
用
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
た
一
つ
の
生
活
共
同
体
と
し
て
の
性
格
を
も
つ

け
れ
ど
も
、
そ
の
内
部
は
競
合
と
敵
対
の
関
係
に
あ
る
ム
ラ
の
連
合
体
で
あ
る
。

地
租
改
正
が
後
者
の
特
質
を
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。
入
会
権
限
の
差
等
を
め

ぐ
る
長
期
の
訴
訟
の
過
程
で
入
会
権
限
の
劣
っ
た
村
々
が
入
会
権
を
放
棄
し
て

。
ハ
円
。

集
団
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
う
仔
(
福
島
県
)
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
例
は
明
治
中

期
に
属
す
る
け
れ
ど
も
山
論
の
遠
因
は
地
租
改
正
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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二
、
国
有
林
野
経
営
の
進
展

明
治
十
年
前
後
の
官
民
有
区
分
に
よ
っ
て
官
有
化
さ
れ
た
入
会
林
野
が
、
官

(
国
)
有
林
野
経
営
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
な
再
編
・
解
体
を

こ
う
む
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
露
大
な
調
査
研
究
が
あ
る
。
本
項
で
は
国



有
地
(
宮
有
地
・
御
料
林
等
を
含
む
)
上
の
数
村
入
会
に
限
っ
て
そ
の
再
編
・

解
体
の
特
質
を
整
理
し
て
み
る
。

国
有
地
上
の
入
会
権
は
明
治
前
期
に
は
ほ
Y
従
前
通
り
容
認
さ
れ
た
と
言
わ

れ
る
が
、
数
村
入
会
林
野
の
場
合
に
は
{
呂
没
直
後
か
ら
種
々
の
改
編
を
う
け
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
秋
田
県
仙
北
郡
の
例
電
は
官
没
直
後
の
明
治
十
三
年
に
村

ご
と
に
入
会
区
域
が
画
定
さ
れ
て
従
前
の
数
村
入
会
関
係
が
早
く
も
解
体
(
一

村
入
会
)
し
て
い
る
。
又
、
熊
本
県
阿
蘇
郡
の
例
で
は
宮
有
地
上
の
入
会
林
野

に
明
確
な
村
界
が
確
定
さ
れ
て
原
野
使
用
区
域
の
再
編
成
が
行
な
わ
れ
た
た
め

に
、
港
政
時
代
の
数
村
入
会
は
し
だ
い
に
一
村
入
会
に
縮
小
分
割
し
て
い
っ
た

(
白
)

と
い
う
。
こ
の
時
期
の
数
村
入
会
林
野
の
再
編
は
法
形
式
を
と
と
の
え
る
た
め

に
村
(
旧
藩
政
村
)
が
単
位
に
と
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

従
フ
て
数
村
入
会
関
係
は
村
レ
ベ
ル
に
分
割
縮
小
し
た
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
o

も
し
村
内
に
自
律
性
の
強
い
小
集
落
が
あ
る
場
合
!
国
有
林
地
帯
日
山
村
で
は

一
般
的
に
み
ら
れ
る
が
ー
に
は
山
レ
ベ
ル
の
数
村
(
小
集
落
)
入
会
関
係
は
残

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
小
集
落
単
位
で
の
分
割
が
行
な
わ
れ
る
の
は
明
治
中
期

以
降
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
再
説
す
る
o

国
有
林
野
経
営
の
進
行
に
伴
フ
て
国
有
地
上
の
入
会
権
が
し
だ
い
に
禁
圧
・

排
除
さ
れ
、
数
村
入
会
が
文
字
通
り
解
体
し
て
い
く
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
今
日
、
広
大
な
国
有
林
に
固
ま
れ
た
山
村
地
帯
に
数
村
入
会
関
係
が
概
し

て
稀
な
理
由
の
一
半
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

政
府
に
よ
る
森
林
資
源
の
保
護
・
培
養
政
策
の
進
行
に
伴
っ
て
固
有
地
上
の

入
会
権
は
旧
慣
特
売
制
度
、
委
託
林
、
部
分
林
、
貸
付
け
制
度
等
に
形
態
転
化

さ
せ
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
地
元
利
用
施
設
が
設
定
さ
れ
る
場
合
、

旧
来
の
数
村
(
ム
ラ
・
部
落
)
入
会
関
係
の
縮
小
分
割
の
程
度
は
よ
り
顕
著
で

あ
る
。
国
有
地
上
の
数
村
(
部
落
)
の
入
会
林
野
が
旧
慣
特
売
・
委
託
林
制
度

の
導
入
以
後
は
村
(
部
落
)
ご
と
に
明
確
に
分
割
さ
れ
た
例
ポ
多
い
。
地
元
利

用
施
設
の
利
用
主
体
と
し
て
各
種
の
集
団
(
山
林
愛
護
組
合
・
製
炭
組
合
な
与

が
組
織
さ
れ
る
が
、
そ
の
集
団
も
村
(
大
字
)
を
越
え
る
こ
と
は
な
く
、
村
(
大

字
)
あ
る
い
は
大
字
肉
の
小
集
落
(
又
は
二

1
三
の
小
集
落
)
に
限
定
さ
れ
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
国
有
地
上
の
入
会
(
そ
の
転
化
形
態
)
関
係
は
極
め
て

狭
域
化
し
て
い
く
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
地
元
利
用
施
設
の
利
用
集
団
が
小
集
落
か
せ
い
ぜ
い
大
字
レ
ベ

ル
で
組
織
さ
れ
る
の
は
、
国
有
林
野
の
円
滑
な
保
護
・
育
成
の
た
め
に
は
内
部

統
制
力
が
脆
弱
な
ム
ラ
連
合
体
よ
り
も
共
同
体
的
規
制
が
強
固
な
ム
ラ
が
よ
り

相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
ム
ラ
の
も
つ
共
同
体
的
な
内
部

統
制
秩
序
を
利
用
し
て
国
有
林
野
の
保
護
・
育
成
を
は
か
っ
た
と
言
え
よ
う
が
、

こ
の
よ
う
な
政
策
が
ム
ラ
の
共
同
体
的
秩
序
を
補
強
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
数

村
入
会
林
野
の
官
没
|
地
元
利
用
施
設
の
設
置
と
い
う
政
策
に
よ
フ
て
大
字
や

ム
ラ
連
合
体
の
自
治
機
能
が
低
下
し
て
い
く
一
方
で
、
大
字
内
の
小
集
落
の
自
律

化
1

国
家
の
統
制
下
で
は
あ
る
が
ー
が
進
行
し
て
い
く
、
そ
の
村
落
構
造
変
化

-3-

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
し
た
い
。

三
、
富
有
林
野
の
下
戻
し
・
払
下
げ
政
策

{
日
・
国
有
林
野
の
払
下
げ
・
下
戻
し
は
官
没
直
後
か
ら
行
な
わ
れ
た
が
、
本

格
化
ず
る
の
は
明
治
三
十
二
年
以
降
で
あ
る
。
こ
の
払
下
げ
・
下
戻
し
を
契
機

に
し
て
数
村
入
会
が
再
編
・
解
体
し
た
例
は
多
い
。
秋
閏
巨
木
仙
北
郡
の
例
で
は

明
治
三
十
八
年
の
国
有
林
払
下
げ
に
開
閉
し
て
入
会
村
々
(
大
字
・
部
落
)
協
議

の
上
、
各
村
の
入
会
鎌
数
に
応
じ
て
出
金
し
、
買
収
後
は
分
割
し
て
各
部
落
の



共
有
地
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
地
方
に
も
多
く
み
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
官
有
化
|
払
下
げ
政
策
を
通
じ
て
数
村
入
会
関
係
が
一
村
入

会
に
転
化
し
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
に
払
下
げ
に
際
し

て
数
村
入
会
林
野
が
村
々
に
分
割
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
払
下
げ
を
機
会
に
従
来

の
わ
ず
ら
わ
し
い
数
村
入
会
関
係
を
清
算
し
た
い
と
い
う
要
望
が
強
く
働
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
更
に
ま
た
、
林
野
の
払
下
げ
に
よ
っ
て
部
落
有
財
産
を
補
充

し
て
ム
ラ
の
共
同
体
的
秩
序
|
そ
れ
は
当
時
、
商
品
経
済
化
や
農
民
層
分
解
に

よ
り
急
速
に
弛
緩
・
空
洞
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が

i
を
維
持
・
強
化
し
た
い
と
い

う
要
請
|
殊
に
ム
ラ
に
基
盤
を
置
く
中
小
地
主
や
自
作
上
層
の
要
請
ー
に
も
合

致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
期
に
な
い
て
部
落
有
財
産
の
造

成
に
努
め
る
ム
ラ
が
少
な
く
な
い
が
、
国
有
林
野
の
払
下
げ
を
そ
の
一
環
に
位

置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。

下
戻
し
が
入
会
集
団
の
一
部
(
部
落
)
に
行
な
わ
れ
た
た
め
に
入
会
村
々
間

に
山
論
を
生
じ
、
そ
の
収
拾
策
と
し
て
当
該
林
野
の
入
会
関
係
を
調
整
解
消
し

E
 

て
一
村
入
会
へ
転
ず
る
例
七
散
見
す
る
。
又
、
下
戻
し
訴
訟
に
多
額
の
費
用
を

要
し
た
た
め
に
ぜ
フ
か
く
下
戻
し
さ
れ
た
林
野
を
個
人
や
各
部
落
に
売
却
し
て
、

蕗
)

入
会
林
野
が
著
し
く
減
少
し
た
り
一
村
入
会
が
造
ら
れ
た
と
い
う
例
転
あ
る
。

払
下
げ
以
前
は
二
十
六
カ
村
(
大
字
)
が
共
同
で
利
用
(
草
払
下
げ
)
し
て
き

た
国
有
林
野
が
払
下
げ
ら
れ
た
後
、
払
下
げ
代
金
支
払
者
に
使
用
権
が
限
定
さ

れ
、
入
会
林
野
を
め
ぐ
る
関
係
が
ム
ラ
|
林
野

i
ム
ラ
か
ら
個
人
(
使
用
権
所

持
者
)
|
林
野
1
個

人

へ

と

変

質

し

た

例

(

山

形

県

圧

内

地

旭

)

も

あ
る
。

(
向
上
)

(
公
有
林
野
)
が
市
町
村
の

基
本
財
産
に
そ
の
ま
ま
組
込
ま
れ
た
り
、
市
町
村
下
部
の
大
字
や
部
落
等
に
貸

市
町
村
名
義
で
下
戻
し
・
払
下
げ
ら
れ
た
林
野

付
け
・
譲
与
・
再
払
下
げ
な
ど
の
形
で
分
割
再
配
分
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
林
野
は
官
没
後
に
於
て
入
会
権
が
空
洞
化
・
解
体
し
て

い
た
林
野
と
思
わ
れ
る
が
、
官
没

i
(入
会
権
の
解
体
)
!
払
下
げ
・
下
戻
し

を
通
じ
て
入
会
林
野
が
市
町
村
や
大
学
・
部
落
に
再
配
分
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
注
目
し
た
い
。
殊
に
公
有
林
野
の
分
割
再
配
分
が
市
町
村
内
の
ど
の
レ
ベ
ル

の
地
域
集
団
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る
か
と
い
う
問
題
は
村
落
地
理
学
に
と
フ
て

興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
分
割
再
配
分
の
地
域
レ
ベ
ル
は
当
時
の
村
落
構
造
を

反
映
し
て
地
方
差
を
も
っ
と
と
も
に
市
町
村
当
局
の
政
策
的
意
図
|
ど
の
レ
ベ

ル
の
地
域
集
団
を
市
町
村
の
下
部
末
端
機
構
と
し
て
保
護
・
育
成
し
て
い
く
か

ー
を
も
強
く
反
映
し
て
市
町
村
に
よ
フ
て
も
差
違
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

公
有
林
野
の
分
割
再
配
分
の
地
域
レ
ベ
ル
は
大
字
(
旧
村
)
内
の
小
集
落
あ
る

い
は
二

1
三
の
小
集
落
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
小
学
校
の
通
学
区
が
採
ら
れ

一お)

た
例
(
岩
手
県
上
閉
伊
郡
)
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
林
野
が
部
落
有
財
産
的
な
機

能
を
持
フ
て
当
該
地
域
集
団
の
共
同
体
的
秩
序
や
自
治
機
能
を
維
持
・
醸
成
し

て
い
く
だ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
入
会
林
野
の
解
体
・
再
編
成

に
よ
フ
て
村
落
構
造
、
こ
と
に
ム
ラ
の
地
域
レ
ベ
ル
が
再
編
さ
れ
て
い
く
の
で
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あ
る
。

四
、
地
方
自
治
制
度
の
再
編
・
確
立

明
治
初
頭
か
ら
の
地
方
自
治
体
の
性
格
変
化
や
行
政
区
画
(
形
式
地
域
)
の

再
編
も
数
村
入
会
関
係
の
政
治
的
変
化
要
国
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
一
年
の
市

制
町
村
制
の
公
布
前
に
な
け
る
地
方
自
治
制
度
の
諸
変
革
を
直
接
の
要
閣
に
し

て
数
村
入
会
関
係
が
再
編
・
解
体
し
た
事
例
は
目
下
の
と
こ
ろ
未
見
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
時
期
に
、
従
来
不
明
確
で
あ
っ
た
林
野
の
村
境
確
定
や
飛
地
の
整
理



が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
地
元
・
入
会
が
新
し
く
生
じ
、
村
々
間
に
山
論
が
惹
起

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
新
し
く
設
定
さ
れ
た
村
境
を
白
や
す
に
し
て
官
有

林
が
そ
の
地
籍
の
村
に
下
戻
し
さ
れ
た
た
め
に
入
会
村
と
の
聞
に
山
論
を
生
じ
、

そ
の
収
拾
策
と
し
て
入
会
関
係
が
整
理
さ
れ
て
こ
す
に
(
大
字
)
入
会
関
係
が

切
断
さ
れ
た
例
(
山
形
県
北
村
山
郡
)
も
み
ら
れ
る
口
、
又
、
こ
の
時
期
に
合
併

し
た
村
が
再
合
併
(
明
治
二
十
二
年
)
で
大
字
に
な
り
、
後
の
国
・
公
有
林
野

の
下
戻
し
あ
る
い
は
譲
与
の
単
位
托
さ
れ
た
例
。
散
見
さ
れ
る
。
一
村
多
集
落

型
の
旧
村
や
人
口
規
模
の
著
し
く
小
さ
な
旧
村
の
場
合
に
は
市
町
村
の
下
部
末

端
機
構
と
し
て
合
併
村
(
の
ち
大
字
)
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
そ
の
保
護
・
育

成
が
講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
市
町
村
の
主
導
の
下
に
合
併
村
(
大
字
)
の

自
治
機
能
が
補
強
さ
れ
て
、
や
が
て
入
会
林
野
の
管
理
主
体
に
転
化
し
て
い
く

例
樋
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
入
会
関
係
が
旧
村
・
小
集
落
か
ら
大
字
(
複

数
旧
村
)
へ
と
む
し
ろ
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

明
治
二
十
一
年
の
市
制
一
町
村
制
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
市
町
村
(
い
わ
ゆ
る
明

治
行
政
村
)
が
擬
制
的
公
法
人
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
住
民
自
身
(
生
活
共

同
体
)
と
は
独
立
し
た
組
織
体
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
性
格
転
化
は
合
併
村
と
未
合
併
村
(
旧
村
)
と
で
本
質
的
な
差
異
は
な
か

ろ
う
。
た
だ
、
入
会
林
野
の
そ
の
後
の
再
編
・
解
体
の
程
度
や
様
相
は
両
村
で

多
少
違
っ
た
も
の
に
な
る
と
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
仮
説
を
十
分
に
検
討
す
る

事
例
は
来
だ
集
め
て
い
な
い
。
明
治
行
政
村
の
成
立
時
に
村
境
を
明
解
に
す
る

必
要
か
ら
二
カ
村
に
わ
た
る
数
村
(
大
字
)
入
会
関
係
を
解
消
し
た
例
哩
あ
る
o

擬
制
的
公
法
人
と
し
て
の
明
治
行
政
村
の
確
立
と
入
会
林
野
を
「
市
町
村
の

一
部
」
が
も
っ
公
共
財
産
と
み
る
、
い
わ
ゆ
る
公
権
論
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
が

や
が
て
結
び
つ
い
て
、
政
府
・
府
県
・
郡
・
市
町
村
な
ど
に
よ
る
入
会
林
野
の

管
理
統
制
が
し
だ
い
に
強
化
さ
れ
て
い
く
o

殊
に
数
村
入
会
林
野
の
場
合
、
そ

の
集
団
規
模
も
大
き
く
テ
リ
ト
リ
ー
も
概
し
て
広
域
に
わ
た
る
の
で
公
的
性
格

を
強
く
持
フ
て
い
る
。
又
、
入
会
村
々
は
常
に
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン

ス
の
調
係
に
あ
っ
て
内
部
統
制
力
が
脆
弱
な
場
合
が
多
い
の
で
政
府
や
地
方
自

治
体
の
干
渉
・
統
制
を
容
易
に
す
る
。
山
論
収
拾
を
名
目
に
し
て
田
市
・
郡
・
町

村
の
指
導
で
数
村
入
会
調
係
が
分
割
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
し
、
後
に

み
る
よ
う
に
部
落
有
財
産
の
整
理
・
統
合
事
業
に
際
し
て
数
村
入
会
林
野
が
優

先
的
に
統
合
さ
れ
た
理
由
の
一
半
も
こ
れ
で
あ
る
。
更
に
数
村
入
会
林
野
は
ム

ラ
間
の
競
争
的
な
乱
採
・
乱
伐
の
た
め
に
荒
廃
化
し
た
り
、
林
野
利
用
を
め
ぐ

る
利
害
が
一
致
し
に
く
い
の
で
高
度
利
用
(
例
・
植
林
)
が
進
み
に
く
い
と
い

う
特
質
を
も
っ
。
こ
の
点
で
森
林
資
源
の
保
護
・
育
成
を
進
め
る
地
方
自
治
体

の
方
針
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
種
々
の
干
渉
・
統
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
林

野
の
高
度
利
用
を
名
目
に
し
て
入
会
村
々
の
入
会
権
が
強
制
的
に
解
消
さ
せ
ら

れ
た
り
、
大
字
・
部
落
へ
分
割
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

近
世
以
来
の
独
立
村
(
藩
政
村
日
明
治
行
政
村
)
の
多
く
は
村
持
林
野
(
も

と
民
有
、
の
ち
公
有
)
を
も
フ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
を
村
内
の
部
落
・
区
な

ど
に
分
割
貸
与
し
た
り
払
下
げ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
長
野
県
上
高
井
郡
の
例

で
は
明
治
三
十
八
年
に
村
内
二
十
二
の
区
に
村
有
林
の
一
部
を
分
割
貸
与
し
て

豆
の
管
理
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。
市
町
村
有
林
野
を
自
治
体
内
部
の
諸
集
団
に
分

割
貸
与
・
払
下
げ
す
る
政
策
は
大
正
か
ら
昭
和
(
戦
前
)
に
か
け
て
普
遍
的
に

行
な
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
独
立
村
の
場
合
に
は
そ
の
時
期
が
い
く
分
早
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
独
立
村
の
場
合
に
は
村
の
性
格
転
化
(
い
わ
ゆ
る

実
在
的
総
合
人
か
ら
擬
制
的
公
法
人
へ
)
に
伴
フ
て
村
持
林
野
の
官
僚
的
統
制

が
よ
り
速
か
に
貫
徹
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を

5-



村
落
構
成
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
種
の
村
は
一
村
多
集
落
型
の
村
が
多
く
、

も
と
も
と
自
治
機
能
が
村
と
村
内
小
集
落
の
双
方
に
兼
有
さ
れ
て
い
て
小
集
落

の
自
治
機
能
が
不
明
確
か
つ
脆
弱
な
場
合
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
村
の
行
財
政
の

確
立
の
た
め
に
は
末
端
下
部
機
能
の
整
備
・
育
成
の
必
要
性
が
高
く
な
り
、
そ

の
一
手
段
と
し
て
村
持
ち
林
野
の
分
割
貸
与
・
払
下
げ
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
又
、
村
レ
ベ
ル
の
数
村
(
小
集
落
)
入
会
林
野
を
一
村
入
会
に
替

え
る
こ
と
に
よ
フ
て
林
野
の
高
度
利
用
も
進
む
だ
ろ
う
し
、
貸
付
料
や
売
却
代

金
が
村
に
入
る
の
で
自
治
体
の
財
政
力

l
独
立
村
は
概
し
て
脆
弱
で
あ
フ
た
と

思
わ
れ
る
|
の
補
充
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
独
立
村
で
は
公
有
林
野

の
分
割
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
た
‘
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
o

な
な
、
一
村
多
集
落
型

の
旧
村
(
大
字
)
で
は
大
字
所
有
議
有
)
の
林
野
の
一
部
が
大
字
内
の
小
集

落

K
分
割
貸
与
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ム
c
t
か
く
て
村
(
大
字
)
内
の
小
集
落
は
一

村
入
会
と
村
(
大
字
)
レ
ベ
ル
の
数
村
入
会
林
野
の
二
つ
を
も
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
小
集
落
が
単
独
の
入
会
林
野
を
所
有
(
保
有
)
し
て
漸
次
ム
ラ
的
機
能
を

具
有
し
て
い
っ
た
り
、
ム
一
フ
的
外
観
を
呈
し
た
り
す
る
の
で
農
業
集
落
(
農
林

省
)
が
こ
の
小
集
落
に
比
定
さ
れ
て
数
村
(
農
業
集
落
)
入
会
関
係
が
異
状
に

{
d
a
τ
}
 

増
加
し
た
の
で
あ
る
。

市
町
村
を
越
え
る
広
域
な
数
村
入
会
林
野
の
場
合
に
は
市
制
町
村
制
に
基
づ
い

て
一
部
事
務
組
合
が
組
織
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
市
町
村
の
干
渉
・
統
制

は
よ
り
強
く
作
用
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
組
合
有
林
野
の
管
理
・
利
用
が
ム

ラ
連
合
体
か
ら
し
だ
い
に
遊
離
し
て
市
町
村
連
合
体
に
移
行
す
る
可
能
性
が
強

い
よ
う
で
あ
る
。
市
町
村
当
局
や
議
会
の
主
導
で
組
合
有
林
野
の
一
部
が
関
係

市
町
村
の
学
校
基
本
財
産
に
組
み
込
ま
れ
た
り
、
造
林
事
業
が
半
強
制
的
に
進

め
ら
れ
て
入
会
権
利
者
の
利
用
が
し
だ
い
に
禁
圧
・
排
除
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

多
い
o

滋
賀
県
警
ヱ
郡
の

mゅ
で
は
町
村
合
併
直
後
に
一
町
二
カ
村
か
ら
な
る
一

部
事
務
組
合
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
組
合
成
立
後
は
全
林
野
を
直
轄
造
林
す
る
た

め
に
自
由
な
入
会
を
禁
止
し
て
し
ま
っ
た
。
数
村
入
会
林
野
が
一
部
事
務
組
合

有
に
転
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
林
野
を
め
ぐ
る
ム
ラ
連
合
体
が
空
洞
化
・
抽

象
化
し
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
し
た
い
。

五
、
部
落
有
財
産
の
整
理
・
統
一
事
業

い
わ
ゆ
る
部
落
有
財
産
の
整
理
・
統
一
事
業
は
市
町
村
の
財
政
力
強
化
・
政

治
的
統
一
に
よ
る
地
方
自
治
制
度
の
育
成
・
強
化
と
い
う
目
的
と
森
林
資
源
の

保
護
・
育
成
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
実
施
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、

明
治
四
十
三
年
か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
国
の
市
町
村
で

行
な
わ
れ
た
。
こ
の
事
業
に
よ
る
数
村
入
会
林
野
の
再
編
・
解
体
は
相
当
に
激

し
い
も
の
で
あ
フ
た
。
入
会
林
野
の
統
一
、
市
町
村
へ
の
所
有
権
移
転
ば
一
村

入
会
の
林
野
よ
り
も
数
村
入
会
林
野
が
優
先
さ
れ
た
よ
う
だ
字
そ
の
統
一
も

い
わ
ゆ
る
無
条
件
統
一
(
入
会
権
解
消
、
市
町
村
の
直
轄
地
化
)
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
数
村
入
会
林
野
は
慨
し
て
奥
山
に
位
置
し
て
い
る
た
め
に
未
利
用
化

が
進
ん
で
い
た
り
、
ム
ラ
間
の
競
争
的
な
乱
採
・
乱
伐
で
荒
廃
化
も
激
し
い
の

で
利
用
価
値
が
相
対
的
に
低
か
フ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
荒
廃
林
野
の
保
護
・

育
成
を
名
目
に
し
て
市
町
村
・
郡
・
府
県
が
数
村
入
会
林
野
の
入
会
権
解
消
・

統
一
を
推
進
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
否
。
又
、
数
村
入
会
関
係

は
敵
対
関
係
を
内
蔵
す
る
ム
ラ
連
合
体
で
あ
る
か
ら
舟
部
統
制
力
が
概
し
て
脆

弱
で
あ
る
こ
と
も
統
一
事
業
を
容
易
に
運
ば
ぜ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。

市
町
村
に
ま
た
が
る
数
村
入
会
林
野
の
場
合
に
は
統
一
の
準
備
作
業
と
し
て

各
市
町
村
の
関
係
部
落
を
一
グ
ル
ー
プ
に
し
て
地
盤
を
分
割
し
、
し
か
る
後
に
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該
当
林
野
を
統
一
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
無
条
件
統
一
で
あ
れ
ば
広

域
な
数
村
入
会
関
係
が
解
体
し
て
し
ま
う
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
条
件
付
統

一
の
場
合
で
も
旧
来
の
数
十
カ
村
(
ム
ラ
)
に
及
ん
だ
入
会
関
係
が
一
市
町
村

内
の
数
カ
村
の
関
係
に
縮
小
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
村
々
の
入
会
関
係
が

複
綜
し
て
い
る
た
め
に
地
盤
の
分
割
が
困
難
な
場
合
に
は
各
部
落
の
持
分
が
便

宜
例
t
確
定
さ
れ
て
各
市
町
村
へ
統
一
(
持
分
の
移
譲
)
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
一
こ
の
場
合
に
は
一
部
事
務
組
合
は
残
る
け
れ
ど
も
、
統
一
後
は
市
町
村
の

管
理
・
統
制
|
殊
に
造
林
事
業
の
進
行
ー
が
強
化
さ
れ
て
各
部
落
の
持
分
権
は

単
な
る
収
益
配
分
請
求
権
に
転
化
し
て
、
入
会
林
野
を
め
ぐ
る
ム
ラ
聞
の
直
接

的
・
自
主
的
な
組
織
関
係
は
空
洞
化
・
解
体
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
経
過
を

経
て
、
明
治
末
に
な
な
全
国
的
に
数
多
く
存
在
し
て
い
た
数
村
入
会
関
係
は
し

だ
い
に
解
体
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

部
落
有
財
産
の
整
理
・
統
一
し
事
業
で
公
有
化
し
た
林
野
、
殊
に
無
条
件
統
一

林
野
の
一
部
は
市
町
村
下
部
の
地
域
集
団
に
貸
付
け
ら
れ
た
り
譲
与
さ
れ
て
小

地
域
集
団
の
管
理
・
利
用
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
先
の
健
(
東
京
都
青
梅
市

γ

で
は
統
一
林
野
(
旧
数
村
入
会
)
の
育
成
の
た
め
に
各
部
落
(
大
字
)
の
管
理

区
域
が
設
定
さ
れ
て
各
部
落
住
民
の
手
で
造
林
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
公

有
林
野
が
部
落
単
位

K
組
織
さ
れ
た
営
林
組
合
等
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
分
収
造
林

が
進
め
ら
れ
る
例
以
多
い
。
こ
の
よ
う
な
市
町
村
有
林
野
の
再
配
分
の
対
象
は

当
時
の
実
質
的
な
ム
ラ
|
大
字
(
旧
村
)
の
場
合
も
あ
る
が
大
字
内
の
小
集
落

が
多
い
ー
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
公
有
林
野
の
安
価
な
撫

育
・
造
林
の
荷
手
と
し
て
は
ム
ラ
共
同
体
が
最
も
相
応
し
い
集
団
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
市
町
村
下
部
の
末
端
機
構
(
行
政
部
落
・
区
)

を
補
強
し
て
市
町
村
行
財
政
の
基
盤
を
強
化
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

統
一
林
野
の
貸
付
け
・
譲
与
等
は
明
治
前
期
の
合
併
村
(
現
大
字
)
や
官
製
的

な
諸
集
団
(
青
年
団
・
婦
人
会
な
ど
)
に
対
し
て
も
行
な
わ
れ
た
。
統
一

l
再

配
分
の
過
程
を
通
し
て
村
落
構
造
が
市
町
村
の
主
導
の
下
に
再
編
成
さ
れ
て
い

く
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
場
合
に
も
、
再
配
分
の
対
象
集
団
が
ど

こ
に
置
か
れ
る
か
は
地
方
の
村
落
構
造
や
市
町
村
当
局
の
政
策
的
意
図
|
村
落

構
造
に
規
定
さ
れ
る
が
、
独
立
変
数
的
側
面
も
あ
る
ー
を
反
映
し
て
地
方
あ
る

い
は
市
町
村
ご
と
に
多
様
で
あ
る
。
な
公
、
市
町
村
有
林
野
|
下
戻
し
・
払
下

げ
・
統
一
・
売
収
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
林
野
|
の
再
配
分
は
地
方
改
良
運
動
、

経
済
更
正
運
動
、
皇
一
国
農
村
建
設
な
ど
の
諸
政
策
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
今
は
事
例
が
十
分
で
な
い
。
そ
の
解
明
は
他

B

K
期
し
た
い
。

六
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
政
治
的
諸
要
因

-7-

前
章
ま
で
に
概
観
し
た
よ
う
に
明
治
初
頭
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
数
村

入
会
は
急
激
に
解
体
あ
る
い
は
一
村
入
会
へ
と
再
一
編
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
な
な
数
多
く
の
数
村
入
会
が
残
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大

戦
直
後
か
ら
再
び
解
体
・
再
編
の
道
を
た
ど
る
。
こ
の
時
期
の
考
察
は
歴
史
地

理
学
の
研
究
対
象
か
ら
や
L

は
ず
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
主
要
な
政
治
的

要
因
に
限
っ
て
概
観
し
て
な
き
た
い
。

第
二
次
大
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
数
村
入
会
の
再
編
成
を
招
来
し
た
主
な
政
治

的
要
因
は
四
つ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
自
作
農
創
設
・
食
糧
増
産

政
策
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
未
墾
地
・
原
野
の
解
放
で
あ
り
、
国
・
公
・

私
有
の
林
野
が
自
作
農
民
・
開
拓
農
民
等
に
解
放
さ
れ
た
。
こ
の
解
放
に
よ
っ

て
数
村
入
会
が
解
体
・
再
編
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
国
有
地
上
の
数
村
入
会
(
旧

慣
使
用
)
林
野
が
一
部
落
あ
る
い
は
二

l
三
部
落
で
組
織
さ
れ
た
牧
野
農
協
・



(
拍
)
コ

開
拓
農
協
等
に
分
割
解
放
さ
れ
て
一
村
入
会
に
移
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

:
c

入
会
林
野
の
再
編
に
影
響
し
た
第
二
の
政
治
的
要
因
は
国
有
林
野
整
備
臨
時

措
置
法
(
昭
和
二
十
六
年
)
で
あ
り
、
同
法
に
基
い
て
不
要
存
置
の
国
有
林
|

入
会
権
は
解
消
又
は
形
態
転
化
し
て
い
た
ろ
う
が
ー
が
地
元
部
落
や
市
町
村
に

払
下
げ
ら
れ
た
。
同
法
に
基
づ
く
払
下
げ
K
よ
っ
て
数
村
入
会
が
解
体
し
た
例
は

未
見
で
あ
る
が
、
こ
の
払
下
げ
も
戦
前
と
同
様
に
地
元
部
落
へ
の
分
割
払
下
げ

主
義
が
採
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
国
有
林
地
帯
の
小
集
落
が
小
規
模
な
入
会
林

野
を
所
有
す
る
に
い
た
フ
た
。
市
町
村
へ
払
下
げ
ら
れ
た
林
野
の
多
く
は
市
町

村
内
の
部
落
l
概
し
て
大
字
内
の
小
集
落
が
多
い
が
ー
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
生

産
森
林
組
合
等
へ
再
配
分
さ
れ
て
い
く
例
(
山
形
祭
最
上
町
)
も
多
い
。
こ
の

政
策
が
昭
和
三
十
年
後
の
高
度
成
長
下
で
益
々
脆
弱
化
し
て
い
ヲ
た
山
村
農
家

の
経
済
力
の
補
充
と
、
空
洞
化
の
道
を
歩
む
ム
ラ
共
同
体
の
維
持
・
補
強
を
目

的
に
行
な
わ
れ
た
政
策
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

大
戦
直
後
か
ら
昭
和
三
十
年
代
前
半
に
か
け
て
地
方
自
治
制
度
の
諸
変
革
|

地
方
自
治
法
の
制
定
・
改
正
、
町
村
合
併
促
進
法
(
昭
和
二
十
八
年
)
、
新
市

町
村
建
設
促
進
法
(
同
三
十
一
年
)
等
に
よ
る
変
革
ー
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ

れ
も
入
会
関
係
に
再
編
的
作
用
を
与
え
た
。
戦
前
に
成
立
し
た
市
町
村
有
林
野

は
昭
和
二
十
年
代
前
半
に
於
て
も
関
係
部
落
や
個
人
に
払
下
げ
・
譲
与
・
返
還

さ
れ
て
い
た
が
、
三
十
年
前
後
の
市
町
村
合
併
は
そ
れ
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
時
期
の
払
下
げ
・
譲
与
・
返
還
に
際
し
て
公
有
地
上
の
数
村
入
会

が
再
編
・
解
体
し
た
例
は
未
見
で
あ
る
o

や
L
特
異
な
ク

l
ス
に
属
す
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
市
町
村
の
合
併
後
(
昭
和
三
十
四
年
)
に
一
部
事
務
組
合
有
の

林
野
を
各
新
市
町
村
に
配
分
統
一
(
地
盤
分
割
・
所
有
権
移
転
)
し
て
旧
来
の

us 

入
会
権
を
一
挙
に
消
滅
さ
せ
九
仔
(
福
島
県
信
達
地
方
)
も
あ
る
。
膨
張
す
る

市
町
村
財
政
を
補
充
す
る
た
め
で
あ
り
、
叉
単
一
市
町
村
の
統
一
的
管
理
の
下

に
林
野
を
置
く
た
め
で
あ
コ
た
と
さ
れ
る
。
数
村
入
会
林
野
に
対
す
る
市
町
村

の
干
渉
・
統
制
力
は
合
併
後
に
む
し
ろ
強
化
さ
れ
た
感
が
強
い
。
合
併
に
際
し

て
市
町
村
が
採
フ
た
公
有
林
野
の
処
理
方
法
は
、
公
有
林
野
の
歴
史
的
性
格
や

利
用
形
態
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
と
も
に
旧
市
町
村
当
局
の
政
策
的
意
図
に

よ
フ
て
も
大
き
く
違
っ
て
く
る
。
同
一
地
方
の
隣
接
市
町
村
間
で
公
有
林
野
の

処
理
、
従
っ
て
入
会
関
係
が
著
し
く
相
違
す
る
の
は
こ
の
た
め
に
他
な
ら
な
じ
。

旧
市
町
村
有
林
野
の
処
浬
方
法
と
し
て
新
し
く
財
産
区
(
特
別
地
方
公
共
団

体
)
を
組
織
し
、
そ
れ
に
公
有
林
野
を
引
継
ぐ
こ
と
が
一
般
的
に
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
所
有
・
管
理
主
体
の
変
更
に
と
も
な
フ
て
数
村
入
会
関
係
が
再
編

さ
れ
た
具
体
的
事
例
も
目
下
未
見
で
あ
る
。
た
だ
、
一
部
事
務
組
合
を
組
織
し

て
い
た
旧
町
村
が
一
つ
の
市
に
合
併
さ
れ
た
際
、
旧
来
の
組
合
ー
有
林
野
を
分
割

し
て
各
財
産
区
の
管
理
に
ゆ
だ
ね
た
例
(
山
形
県
置
賜
地
方
)
3
品
川
あ
る
。
広
域

合
併
が
一
つ
の
契
機
に
な
っ
て
旧
村
(
明
治
行
政
村
)
を
越
え
て
広
が
っ
て
い

た
数
村
入
会
関
係
が
、
財
産
区
(
旧
村
公
よ
び
大
字
)
へ
と
縮
小
分
解
し
た
例

で
あ
る
。
旧
市
町
村
有
あ
る
い
は
組
合
有
の
林
野
が
財
産
区
に
移
管
さ
れ
た
場

合
、
入
会
林
野
の
私
権
的
性
格
が
強
化
さ
れ
、
ム
ラ
あ
る
い
は
ム
ラ
連
合
体
の

実
質
的
林
野
支
配
が
強
ま
っ
た
か
ど
う
か
、
こ
の
点
は
議
論
の
余
地
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
o

た
だ
、
数
村
入
会
林
野
(
形
式
財
産
区
有
実
質
数
部
落
入
会
の

林
野
)
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
前
述
し
た
よ
う
な
諸
特
質
の
た
め
に
公
権
的
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
基
く
統
制
・
支
配
が
継
続
・
強
化
さ
れ
、
入
会
林
野
を
め
ぐ
る
ム

ラ
連
合
体
の
実
質
性
は
空
洞
化
・
抽
象
化
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
区
有
名
義

の
数
村
入
会
林
野
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
が
市
町
村
の
主
導
の
下
に
旧
市
町
村
レ

(
非
権
利
部
落
を
含
む
)
の
公
共
福
祉
事
業
(
学
校
・
道
路
の
建
設
・
維

8 
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持
、
消
防
施
設
・
集
会
所
の
整
備
な
ど
)
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
財
産

区
有
林
野
に
な
け
る
入
会
権
の
拡
散
的
空
洞
化
の
程
度
は
一
村
入
会
よ
り
数
村

入
会
に
よ
り
顕
著
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。
財
産
区
を
廃
し
て
数
村
入
会
林
野

主
)

を
総
て
私
有
化
し
た
事
例
〈
滋
賀
県
浦
生
郡
〉
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
区
有
林
野

の
権
利
確
保
に
不
安
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
合
併
特
に
財
産
区

を
設
け
な
い
で
旧
公
有
林
を
私
・
公
法
人
に
引
き
継
ぐ
例
が
散
見
さ
れ
る
が
、

そ
う
す
る
理
由
も
同
様
の
も
の
と
一
言
え
よ
う
。

入
会
林
野
関
係
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
第
四
の
要
因
は
、
い
わ
ゆ
る
入
会

林
野
近
代
化
法
(
昭
和
四
十
一
年
)
で
あ
る
。
同
法
は
入
会
林
野
の
高
度
利

用
を
計
る
た
め
に
、
そ
の
障
害
一
要
因
の
一
つ
で
あ
る
複
雑
か
つ
暖
味
な
入
会
関

係
を
近
代
化
さ
せ
る
法
律
で
あ
る
。
同
法
の
適
用
に
よ
っ
て
入
会
林
野
の
私
有

化
が
促
進
さ
れ
た
が
、
私
有
化
後
は
名
実
と
も
に
個
別
利
用
へ
移
行
す
る
場
合

と
生
産
森
林
組
合
や
農
事
組
合
法
人
等
の
組
織
で
集
団
的
な
林
野
経
営
を
行
な

思

う
場
合
が
あ
る
。
前
出
の
滋
賀
県
の
事
局
V

(

区
有
の
数
村
入
会
林
野
)
で
は
林

野
の
各
筆
ご
と
に
全
権
利
者
を
登
記
し
た
後
、
そ
の
経
営
を
生
産
森
林
組
合
に

ゆ
だ
ね
て
い
る
。
個
別
経
営
化
す
る
場
合
は
勿
論
の
こ
と
組
合
・
法
人
経
営
へ

移
行
す
る
ば
あ
い
も
林
野
を
め
ぐ
る
関
係
は
個
人

l
林
野
と
い
う
原
始
的
関
係

が
基
礎
に
な
っ
て
た
り
、
本
項
で
扱
フ
た
数
村
入
会
関
係
、
ム
ラ
|
林
野
!
ム

ラ
と
い
う
共
同
体
的
・
集
団
的
関
係
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
た
だ
、
こ
の
よ

う
な
関
係
の
変
質
が
ど
の
よ
う
な
空
間
関
係
の
変
化
を
通
じ
て
現
実
化
ず
る
か
、

こ
れ
を
解
明
す
る
具
体
的
事
例
は
不
十
分
で
あ
る
。

結
び
に
代
え
て

曾
)

明
治
初
頭
か
ら
今
日
空
で
村
落
構
造
の
地
域
的
変
化
を
跡
づ
け
て
み
る
と
、

村
落
構
造
の
改
編
に
政
治
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地

理
学
で
は
政
治
と
村
落
の
関
係
を
形
式
地
域
と
実
質
地
域
の
関
係
と
し
て
扱
う

こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、
政
治
は
複
雑
多
様
で
あ
っ
て
単
な
る
形
式
地
域
の

概
念
で
は
包
摂
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
入
会
林
野
を
事
例
に
と
っ
て

解
こ
う
と
し
た
の
が
本
稿
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
集
め
え
た
事
例
は
極
め

て
不
足
し
て
い
る
し
、
扱
っ
た
政
治
的
要
因
も
は
な
は
だ
限
ら
れ
て
い
る
。
予

測
と
仮
説
に
満
ち
た
粗
い
ス
ケ
ッ
チ
に
終
始
し
て
し
ま
フ
た
感
が
深
い
。
た
だ

村
落
地
理
学
の
回
顧
と
展
望
の
役
割
は
多
少
と
も
果
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

各
地
方
の
具
体
的
事
例
に
精
通
し
て
な
ら
れ
る
先
輩
諸
兄
の
御
批
判
・
御
教
示

を

得

た

い

も

の

で

あ

る

。

(

山

形

大

学

教

養

部

)

Gjo) (
1
)
数
村
入
会
の
再
編
・
解
体
事
例
は
次
の
著
作
に
豊
富
に
見
出
せ
る
。
原

因
敏
丸
『
近
世
入
会
制
度
解
体
過
程
の
研
究
』
塙
書
一
房
一
九
六
九
。
川

島
武
宜
他
編
『
入
会
権
の
解
体
I

・
E
-
E
』
岩
波
書
底
、
一
九
五
九
o

一
九
六
一
、
一
九
六
八
。
渡
辺
洋
三
他
編
『
林
野
入
会
権
の
本
質
と
様
相
甲

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
、
な
ど
。

(
2
)
数
村
入
会
の
特
質
を
意
図
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
著
作
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
中
田
董
『
村
及
び
入
会
の
研
究
』
岩
波
書
底
、
一
九
四

九
、
一
七
八

l
二
五
三
頁
o
戎
能
通
孝
『
入
会
の
研
究
』
日
本
評
論
社
、

一
九
四
三
、
二
三

O
l
二
六
七
頁
。
西
川
善
介
『
林
野
所
有
の
形
成
と
村

の
構
造
』
御
茶
の
水
書
一
房
、
一
九
五
七
。

(

3

)

数
村
入
会
の
再
編
・
解
体
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
が
最
近
い

く
つ
か
出
さ
れ
て
い
る
。
野
崎
清
孝
「
入
会
林
野
と
山
郷
集
団
」
『
奈
良

大
学
紀
要
』
三
、
一
九
七
一
。
山
岡
義
昭
「
入
会
地
の
解
体
に
関
す
る
歴

9-



史
地
理
学
的
研
究
」
『
人
文
地
理
』
二
九

i
三
、
一
九
七
三
。
西
国
彦
一

「
津
田
入
会
山
の
解
体
過
程
」
藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編

『
歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
七
八
。

(
4
)
数
村
入
会
を
全
国
的
に
調
査
し
た
資
料
は
沼
和
三
十
年
と
四
十
五
年
の

農
業
集
落
調
査
(
農
林
省
)
し
か
な
い
の
で
時
間
的
な
比
較
考
察
は
不
可

能
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
の
調
査
(
1
/
5
標
本
調
査
)
で
は
数
村
入
会

(
農
業
集
落
の
範
囲
を
こ
え
た
入
会
関
係
)
は
全
入
会
林
野
の
三
七
・
九

婚
と
多
い
が
、
大
字
の
範
囲
を
越
え
る
の
は
五
・
七
¢
と
少
な
い
。
産
業

集
落
研
究
会
編
『
日
本
の
農
業
集
落
』
農
林
統
計
協
会
、
一
九
七
七
、
九

六
頁
参
照
。
昭
和
四
十
五
年
の
調
査
で
は
数
村
入
会
林
野
を
も
っ
農
業
集

落
は
入
会
林
野
を
も
っ
農
業
集
落
の
四
四
・
六
必
に
及
ぶ
。
こ
の
よ
う
に

古
向
い
数
値
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
大
字
(
旧
藩
政
村
)
内
の
小
集
落

を
農
業
集
落
に
設
定
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
農
林
省
統
計
調
査
部
『
一

九
七

O
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
・
農
業
集
落
調
査
報
告
書
』
農
林
統
計

協
会
、
一
九
七
二
、
六

O
頁
参
照
。
大
字
(
旧
村
)
を
単
位
に
し
て
み
れ

ば
数
村
入
会
は
今
日
極
め
て
稀
に
な
っ
た
と
一
応
言
ヲ
て
よ
か
ろ
う
。

(

5

)

入
会
林
野
の
再
編
・
解
体
を
招
来
さ
ぜ
た
政
治
的
要
菌
に
つ
い
て
は
川

島
武
宜
他
編
『
前
掲
書
-
E
』
(
注
1
)
の
他
、
古
島
敏
雄
編
『
日
本
林

野
制
度
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
五
に
詳
し
い
。

(
6
)
福
島
正
夫
他
編
『
昭
和
五
年
全
国
山
林
原
野
入
会
慣
行
調
査
資
料
』
第

六
巻
、
一
二
四
七
頁
。

(
7
)
戎
能
通
孝
『
前
掲
書
』
、
二
四
三
頁
。

(
8
)
拙
稿
「
村
と
ム
ラ
の
地
域
史
論
」
『
山
形
大
学
紀
要
(
社
会
科
学
)

八
i
二、

一
九
七
八
。

(

9

)

西
沼
彦
一
「
前
掲
論
文
」

(
叩
)
高
木
健
治
『
白
岩
村
郷
土
史
』
一
九
三
一
、
七
七
頁
。

(
日
)
福
島
正
夫
他
編
『
前
掲
書
』
第
六
巻
、
三
九

0
1
三
九
六
頁
。

(
は
)
高
木
健
治
『
前
掲
書
』
、
七
七

l
七
八
頁
。

(
日
)
武
井
正
臣
『
日
本
近
代
化
法
と
「
村
」
の
解
体
』
法
律
文
化
社
、

六
五
、
一
四
二

i
一
四
三
頁
。

〈
は
)
川
島
武
宜
他
編
『
前
掲
書

-
E
』
、
四
六

i
七
四
頁
。

(
日
)
天
童
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
山
口
村
・
田
麦
野
村
明
治
期
山
論
資
料
』

天
童
市
、
一
九
七
六
。

(
日
)
川
島
武
宜
他
一
線
『
前
掲
幸
一
回
・
-
』
三
四
八

i
一
一
一
六
一
頁
。

(
打
)
福
島
正
夫
他
編
『
前
掲
量
一
百
』
第
六
巻
、
一
五
六

l

一
六
八
頁
。

(
日
)
福
島
正
夫
他
編
『
前
掲
書
』
第
六
巻
、
一
八
五

l
一
八
六
頁
。

(
凶
)
森
島
允
子
「
丹
波
農
山
村
に
な
け
る
地
域
組
織
し
『
人
文
地
理
』
二
五

ー
て
一
九
七
一
二
o

川
島
武
宜
他
編
『
前
掲
書
・

I
』
一
六

O
l
二
四
二

頁。

九

~lO~ 

色=

(
加
)
九
州
大
学
農
学
部
農
業
経
済
学
教
室
『
牧
野
を
め
ぐ
る
農
村
の
社
会
経

済
構
造
』
一
九
五
七
、
九
三

l

一
八
二
頁
。

(
幻
)
筒
井
泰
蔵
『
小
野
川
・
本
谷
・
園
原
共
有
山
史
』
共
有
山
史
刊
行
委
員

会
、
一
九
六
一
、
二

O
二
1
二

O
四
頁
。

(
幻
)
原
田
敏
丸
『
前
掲
書
』
一
一
一
一
一
一

l
三
三
五
頁
。

(
お
)
塩
谷
勉
『
部
分
林
制
度
の
史
的
研
究
』
林
野
共
済
会
、
一
九
五
九
、

五
八
七
頁
。

(
忽
)
黒
木
三
郎
『
現
代
農
業
法
と
入
会
権
の
近
代
化
』
敬
文
堂
、

一
二
八
頁
。

一
九
七
一
、



一
九
七
四
、
三
四
五

(
お
)
渡
辺
洋
三
編
著
『
入
会
と
財
産
区
』
頚
草
書
一
房
、

頁。

(
部
)
川
島
武
宜
他
編
『
前
掲
書
・

I
』
三
一
二

l
一
一
二
五
頁
。

(
幻
)
川
島
武
宜
他
編
『
前
掲
書
・

I
』
二
四
三

l
二
七
七
頁
。

(
詔
)
潮
見
俊
隆
『
山
村
社
会
の
構
造
』
林
野
庁
、
一
九
六
二
、
三
三
二
頁
。

(
m
U
)

筒
井
遁
夫
『
林
野
共
同
体
の
研
究
』
農
林
出
版
、
一
九
七
三
、
三
九
頁
。

川
島
武
宜
他
編
『
前
掲
書
・
-
』
七
八
頁
。

(
却
)
草
地
改
良
投
資
調
査
委
員
会
『
草
地
改
良
に
な
け
る
入
会
権
の
解
体
過

程
』
一
九
六
九
、
二
一
八
l
二
五
二
頁
。

(
お
)
勝
目
忍
「
九
重
山
地
域
に
な
け
る
入
会
林
野
解
体
過
程
」
織
田
武
雄
先

生
退
官
記
念
事
業
会
編
『
人
文
地
理
学
論
叢
』
柳
原
書
底
、
一
九
七
一
。

島
恭
彦
『
町
村
合
併
と
農
村
の
変
貌
』
有
斐
閣
、
一
九
五
八
。

(
招
)
沖
郷
村
史
編
纂
委
員
会
『
沖
郷
村
史
』
一
九
七
三
、
二
五
二

l
二
五
七

頁。

〈
お
)
黒
木
三
郎
『
前
掲
書
』
一
二
八
l
一一二

O
頁。

(
出
)
渡
辺
洋
三
他
編
『
前
掲
書
』
(
注
1
)
、
四
二
七
1
四
五
四
頁
。

(
珂
)
拙
稿
「
前
掲
論
文
」
(
注
8

)

0

拙
稿
「
近
代
日
本
の
地
域
的
変
客
」

『
人
文
地
理
』
二
八
1
五
、
一
九
七
六
。
同
「
農
村
に
な
け
る
形
式
地
域

と
実
質
地
域
」
『
山
形
大
学
紀
要
(
社
会
科
学
)
』
七
l
二
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on the modernization of rura1 sett1ements and vi11ages-ho1ding 
forests and fie1ds after Meiji Era 

Masato Hamatani 

At the beginning of Meiji Era， there had been numerous forests 
and fie1ds which were he1d and/or used in co田nonby severa1 
vi11ages (Muras). Peasant farmers be10nged to these vi11ages 
had gained grasses， forewoods and timbers from them according to 
a ru1e. As the resu1t of co-operation their forests and fie1ds， 
these vi11ages had tight1y entered into a re1ation. 

But， from the beginning of Meiji Era， the greater of the fo 
fores主sand fie1ds have been gone out of existence and taken up 
to pieces by the po1icies of the Centra1 and Loca1 Governments. 
The po1icies were as fo11ows: (1) the 1and taxation revision， 
(2) the afforestation on the nationa1 forest 1and by the Centra1 
Government， (3) the disposa1 of nationa1 forests and fie1ds to 
individua1， vi11age and the Loca1 Government， (4) the reorganiza-
tion of the Loca1 Government System， (5) the transfer of the 
ownership from vi11ages to the Loca1 Goverτlment， (6) other many 
po1icies after the Wor1d War 11. 

These po1icies have caused the vi11ages-ho1ding forests and 
fie1ds to 1apse and take up to pieces. Many vi11ages have 10st 
their common properties. Thus， it has been in genera1 that one 
vi11age ho1ds sma11 forests and fie1ds. As the resu1t of the 
reform， the re1ationships between vi11ages have rapid1y disappeared. 
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